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取扱説明書 

家庭用ビルトインオープンレンジ 

□□□ NE-DB700P/701P 
番 NE-DB700WP/701WP 


m 



取付設置説明書別添付 


保註書別添付 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいたださ、 
まことにありびとラございます。 

•取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全に 
お使いください。 

ご使用前に「安を上のごま意」 （3 〜7ぺージ）を 
必ずお読みください。 

•保証書は、「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を 
確かめ、取扱説明書とともに大切に保管してください。 
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まず、付属品の!&認を! 


この商品は、初めて使われるときにオーブンの r カラ焼き」をする必要はありません。 





おたため 

付属品 

使いかた 

解ま同時調理オープングリル 
煮こみ 


黒角皿 2枚 


品番： A 0 已 03 -] E 20 


>オーブン-グ U ルで使用しまず。 
電波を使ラレンジ加熱や同時調 I 里では 
使用しないでください。 

>黒角皿はオーブン調理中の熱変あを 
防ぐため、平らにはしていません。 


使えません 

X 


使スません 

X 


使います 


〇 


使います 


〇 


白角皿]枚 

品番： A 0749 - 1 T 60 


>同時調理で使用します。 

レンジ加熱やオーブン-グ U ル調理 
には使用しないでください。 


イ更スません 

X 


使います 

〇 


使スません 

X 


イ更スません 

X 


角あみ ] 枚 

品番： A 0602 - 1 T 60 



►グリルで使用します。 
レンジ加熱や同時調理には 
使用しないで < ださい。 


使えません 

X 


使スません 

X 


イ更スます 

〇 


イ更スます 

〇 


S トン 2枚 

品番： A 060 M- 1 M 20 


>付属の角皿（黒•白）を取り出すときに使用します。 




あっせん品取っ手 

品番： A 0604 - 1 E 30 

希望小売価格： 420 円（税込み） 2009 年 9 ち現在 
くわしくは販売店へお問い合わせください。 



COOK BOOK ] 冊 

品ま： A 001 已 1 T 巨 0 Z 


時 1 J 里のコツやレシピを掲載しています。 


’付属品やあっせん品は、販売店でお買い巧めいただけます。 

パナソニックの家電製品直販サイト r パナセンス」でちお買い巧めいただけます。 

CLUB Panasonic 


Pawa パ瞬 


http://club.panasonic.jp/mall/sense/ 


この才ーブンレンジは省エネ設計 


r 自動電源オフ機能」 

電源はドアを開閉すると入ります。（「0」表示になります） 
再びドアを開けるか、調理を始めると庫内なげ点灯します。 
約10分間操作しなければ、電源げ切れます。 




承 
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①ドアを開けて、 


③閉めると、ほら！ "□"を表示 







































































まを上のごを意 C お、ずお守り < ださい^ 


人への危;害、財産への損害を防止するため、必ずお守りいただくことを、説日月していまず。 


■誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の ■お守りいただく内容を、次の図記号で説明しています。 

程度を区分して、説明しています。 （次は図記号の例です。） 


A ^1^ 「死亡や重傷を負ラおそれび大さい 
/へ厄峡内容」でず。 

してはいけない内容です。 

A 巧な^ 「死 t または S 傷を負、ラ33それび 
/!\ "S ある内容」でず。 

実行しなけれ賊らない内容でず。 

A :^コ=「傷害を負うことや、財産の損害び 
/!\発生ずるおそれびある内容」でず。 

気を付けていただ < 内容です。 


A 筒埃 


^ 自分で絶対に修理 • 分解 • 改造をしない 

ド"\ 吸気□•排気 □(► s ぺージ)•製品の 

感電や発义、異苗動作によるけがの 

V - y すき間に針金などの金属物や異物、 

おそれがあ0ます 

指を入れない 


高圧部があり、感電やけがのおそれがあります 

故障した場合は 


販売店にご相談 < ださい。 

異物び本体に入ったら 


まず専用ブレーカーを切 0、 販売店に 

V 

ご相談ください。 

J 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


Ai 

度 化 
言 口 

ごほ用時の居境について 

A 定格 20ALU 上、交流 20 0V の 

fr \ 吸気□•排気口は (►s ページ)ふさがない 

W 専用ブレ-力-に〕な W た 

火災の原因になります 

専用コンセントを単独で使ラ 


他の器具と併用した分岐コンセントを使うと 

ごみ、ほこりなどで吸気 □ • 排気□び 

異常発熱して発火することびあります 

ふさびれないよラこまめにお手入れして 


<ださい。 

/ C \ 熱に弱い物を近づけない 

水にかかるところや乂気の近くで 

力ーテン•スプレー生などを近づけると、 

脚 使用しなぃ 

ヒーター使用時の熱で高温になるため、 

感電や漏電、火災の原因になります 

引火や火災、破裂や爆発のおそれびあります 


A アースを確実に取り付ける 


故障や漏電のとさに、感電のおそれびあります 


アースエ事は販売店または電気工事店にご相談<ださい。 

(アースエ事費は、本製品の価樹こは含まれていません） 

V J 


り^ ページへ つづく） 3 

























ち全上のご注意（つづさ) 


_ 么警告 

レンジ(電波)の加熱時は 


/ r \ 食品を加熱しすざない 

発火•発煙のおそれがあ 0 ます 

♦L ソ下の場合、自動で加熱しない 

* 少量や指定分量*し U 外の食品 
■1 00旨未満の食品 

(45 °C じ(上に設定してあたためるとさ） 

•ふた、およびふた付さの容器での加熱 

* 指定分量はメニューによって異なります。 

をページを参照してください。 

し 

A 「レンジ」キーでは、設定時間を 

V 控ぇ财こし、様子を見な於歷する 

食品の分量に巧して、加熱時間び長いと、 

発火や発煙のおそれがあ 0 ます 

特に、少量の加熱時、油脂の多い食品 • 液体、 
さつましあなどの根菜類の加飄こは気を 
付ける。 

J 

软み物などの加熱時のやけどを防ぐために (巧巧にを意） 

/ Ov 飲み物を加熱しすぎない 

A 油脂のをい液体^や、粒入りスープを 

加熱後、取り出したあと、突然沸とうして 

加熱するときはムソ下の方法で加熱する 

飛び散ることがあり、やけどのおそれがあります 

加熱後、取り出したあと、突然沸とラして 


飛び散ることがあり、やけどのおそれがあ 0 ます 

♦牛乳、コーヒー、お茶、ジュース、水などを 


自動であたためるとさは、 

♦ラップをして、「レンジ」キーの 600 W で 

必ず、自動メニューの ri 牛乳」で加熱ずる。 

様テを見なびら加熱ずる。 

参お酒をあたためるとさは、 

' X バター • 生ク U — ム • 才 U — ブオイルなど 

「レンジ」キーの日 oow で様テを見なびら 


加熱する。 





r レンジ」キーで加熱するときは、 
設定時間を控えめにする 



容器は庫内中央に置き、広□で背の低い 
容制こ8分目まで入れる 


加熱後、取り出したあと、突然沸とうして 
飛び散ることがあり、やけどのおそれがあります 


端置きや、少量の加熱は沸とう、沸とうによる 
突然の飛び散りの原因になります 


〇 加熱前、加熱後は必ずスプーンでかき混ぜる 

加熱後、取り出したあと、突然沸とうして飛び散ることびあり、 
やけどのおそれびあります 



V 


ノ 














A 警告 


レンジ(電波)をほラ加熱時の破裂を防ぐために 


^ ゆで卵(殻付き•殻なし)は加熱しない 
破裂によるけが、やけどのおそれがあります 

ざんなんなど、殻や膜のある食品は 

W 割れ目を入れる 

破裂によるけび、やけどのおそれびあります 

か 卵は必ず割りほぐす 

ビン-容器のふたや、ネジ式のせんは夕1•す 

破裂によるけび、やけどのおそれびあります 

破裂によるけび、やけどのおそれびあります 


♦密閉状態にならないよラにずる。 


参 レンジ用のふたをするときは、ずき間を 

ii # 

友ける。 


巧の点をごを 意< だをい 


( r \ 操作部や排気 □(► s ページ)に煮汁や 
水をかけない 

漏電や感電のおそれびあります 

■万一誤ってかびかかったとさは 

販売店にご相談 <ださい。 

かベビーフードや介護食は、加熱後、 

V かき混ぜてから温度を確認する 

やけどのおそれがあります 

お手入れ時は、専用ブレーカーを切り、 
W 庫のがをめてから行う 

やけど、感電、けがのおそれがあります 

fr \ 子供だけで使わせたり、 

幼剧こ触らせたりしない 

やけど、感電、けがのおそれびあります 

V 

A 長期間使用しないときは、専用ブレーカー 
を切る 

絶縁努化などで火災の原因になります 

J 


異常•が 障 時には 

〇 直ちに使用を中止する 

発火や発煙、感電のおそれがあります 

異苗 • 故障例 
•ブレーカーび落ちる。 

•異萬なにおいや音びずる。 

•ドアに著ししが夕や変形びある。 

•触ると電気を感じる。 

吟すぐに専巧ブレーカーを切り、販売店へ点検 • 修理を依頼してください。 

V _ J 
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ご使用の前に 
















ち全上のごま意（つづさ) 


A 注意 


ごほ用前に確認する 


0 


調理ムソがの目的には使わない 

過熱によ0、発火や発煙、やけどのおそれが 
あります 


0 


庫内に付着した油や食品カスを 
放置したまま加熱しない 

発火や発煙の原因にな0ます 

庫内び;令めてから必ずふを取って < ださい。 

庫内の包装材は取り出す 

焦げや変形、発火の原因になります 


0 


庫内に食品などび入っていない状態で、 
動作させない 

火巧び飛び、庫内底面び赤熱により、異苗高温 
になるため、やけどのおそれがあります 

♦容器や付属品だけでち動作させない。 

異常高温になると 

安全機能び働を、自動的に動作を停止ずること 
びありまず。 


〇 


〇 


鮮度保持剤(脱酸素剤)などを取り出す 

発火や発煙のおそれがあ0ます 


金属容器•付属の黒ち皿は 


^ レンジ谓紙を使う加熱では、金属容器 

/ C \ 付属の黒角皿は、才ーブン、発薛や 

〇/ などは使わない 

グリルムソがでは使わない 

火巧が飛び、発火•発煙-ドアガラスの割れの 

火巧が飛び、庫内底面び赤熱により、 

おそれびあ 0 ます 

高温になるため、やけどのおそれがあります 

付属の黒ち皿や角あみ、金あみや金ぐし、 


金属製の焦げ目付け皿は、オーブンや発酵、 


グ1」ルし U 外では使わない。 

J 


ドアは 


/r\ 物をはさんだまま使わない 

電波漏れの原因になります 

/r\ 調理中や調理後に水をかけない 

ガラスが割れて、けがの原因になります 

/ Oj ドアに無 S な力を加えない 

破損によるけびや電波漏れの原因になります 

A 開閉時は指のはさみ込みにミち意する 

けびのおそれがあ0ます 


調理中、調理をは 



ヒーターを 使ラ調理のとき、 

高温部(本体•ドア • 庫内）に触れない 

/ C \ 庫内底面に、衝撃を加えたり、 

水をかけたりしない 


やけどのおそれがあります 

破損してけがをするおそれびあります 


特に、本体や付属の角皿(黒•白） • 角あみは 

万一、破損した 5 

V 

局;皿 1 しなりまう。 

そのまま使用せず、必ず販売店へご相談 < ださい。 

_ J 
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A 注意 

調理中、調理をは 


A 付属の黒角皿に、湯を張る調理では、 

/盖\ 次の場合に角皿の扱し、にを意する 

やけどのおそれびあります 

♦角皿に湯を張るとさ 
参角皿を庫内に入れるとさ 
♦調理後、角皿を取り出ずとさ 
劇い湯び残っていまず） 

( r \ 破れたり、水でめれたりしたミトンは 
使ゎなぃ 

やけどのおそれびあります 

A 次の場合、熱い容器や蒸気、飛まつに 

( r \ 万一、庫内で食品び燃えた5、 

気を付ける 

V - y ドアは開けない 

やけどのおそれがあ 0 ます 

酸素び入り、勢し)よく燃えます 

参ドアを開けるとさ 

♦次の処置をして、鎮火を待ってください。 

参食品を取り出ずとき 

①「取消」キーを巧ず。 

参ラップやふたをがすとさ 

③専巧ブレーカーを 切る。 

♦ヒーター加熱後、付属の角皿(黒•白）や 

③燃えやずいものを、本体から遠ざける。 

角あみを急;令ずるとさ 

万一、鎮火しないとさは 


水や消火器で消火し、おず販売店へ 

V 

ご相談ください。 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 


お弁当をおたためるとをは 


「あたため」キーで加熱しない 

i ふた-ラップを夕'!•し、ゆで卵や 


容器の変形や;'容けのおそれがあります 

： V アルミケ-ス、調味料類も取り出す 


「レンジ」キーの 600 W で様テを見なび日 

: 火花び出たり、破裂によるけび、やけどの 


加熱する 。 (►COOK BOOK 110ページ） 

V 

i おそれびあ 0 ます 

J 


お願い 


設置場所は 

■テレビ-ラジオ-無線機器(無線 LAN など) • アンテナ線から 4 m じ Lb 離す 

画像や音声の乱れ、通信エラーの原因にな0ます。 


レンジ使用調理では 

■宙詰-レトルト袋の食品は、容器に移ず 

T ) レミ包装は加熱できません。 

ヒーター調理後は 

■付属のミトンを使い、両手で出し入れずる 

付属の角皿(黒•白）を取り出ずとさは、高温のため、ミトンの白い部分び 
皿に当たるよラにして持ち、落とさないよラ出し入れずる。 

さびの原因になりまず 

■庫内に付着した油や食品を放置しない 

庫内び;令めてか b 必ずふさ取って < ださい。 
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香却のなまえ 


本体 


排気口 


I 操作部 
► 9 ページ 


ドア 


庫内 


.吸気口 

















































































































操作 B 


①② ③ 聲 ⑥ 



〇 

グリル 

〇 

煮こみ 

。自動に;!- 



呆ブン/発度 

。同時調理 

〇 

レンジ 


が 固 


'し2度巧し同時調理2 2度押し 


•「 M 」 表示は店頭用のモードでず。この表おのときは 

調理できません 。I レンジ I キーを2秒押し続けてくださし、。 
ピッと]回鳴って 「 M 」 表示び消え、解除されます。 


( 6 ) ( 8 ) 


。あたた fiD 

。スタ-卜 

r 国国圓国 q 


。蹈凍 

取消 


I 半解ず2度巧し I 



操作部のランプび点灯-点滅表示し、手順をお知らせします。 

①③のつまみは押すと出てきます。使わないときはつまみを押すと収納できます。 


① メニュー * 出力*温度つまみ 

I 自動メニュー I の 1 〜 10 の番号設定、 

お好みの温度にあたためるとさの仕上びり温度や 
レンジの出力設定、オーブン調 I 里や同時調 I 里の 
温度設定に使います。 

② 表示部 

•ドアを開閉し、 「□」 を表示させてか日お使い 
<ださい。 

③ 時間*仕上がりつまみ 

* 手動メニューの加熱時間の設定に使います。 

• 巧たた面] rp；i 11 自動メニュ ー I の仕上びり 

調節に使います。 

④ 手動メニューキー 

食品の状態やお好みの仕上びりに応じて、 

加熱時間や温度を設定して使います。 

(►24〜33ページ） 

⑥自動メニュ ーキー 

加熱時間-温度の設定び不要です。 

] 〜]□のメニューびあります。 

し ドアパネル） 


■ 自動メニュー 

1牛 乳 
2ゆで驟镇勤 
3ゆで!揉(果憾) 
4ゆで驟(根動 
5茶わん蒸し 
6クラタン 
7ヘルシ-乃イ 
8ケーキ 
9クッキー1段 
10クッす-2段 


⑥ あたためキー 

加熱時間-温度の設定び不要でず。 （► ] 2ページ) 

⑦ 解凍 キー 

角军凍時間の設定び不要です。 （► ] 8ページ） 

⑧ スタートキー 

•すべての調 I 里をスタートさせるときに使います。 
• ドアを開けると調理は中断されます。 

再度押してください。 

⑨ 取消 キー 

途中で調 I 里をやめたいとさやキーを巧し間違えた 
とさに使います。 

※調理途中、料 I 里のでさばえを確認したいとさは 
nn キーを押さず、ドアを開けて確認します。 
再び調理を始めるときは、 I スタート I キーを 
押します。 


ご 

使 

用 

の 

前 

に 
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巧える容 H 




容器の種類 

電子レンジ加熱 

オーブン•グリル加熱 

耐熱性がある 

〇使えます 

〇使えます 

耐熱性び。 

巧6 

:い 

つ 

1 

X 使えません 

•カットガラス、強化ガラスも使えません。 

X 使えません 

耐熱性がある 

耐熱温度14ぴ CLU 上 

「電子レンジ使用可能」 
表示びあるわの 

〇使えます 

•ただし、ふたは熱に弱いちのびあるため 
耐熱温度をご確認ください。 

•密封性の高いふたは使わないでください。 

* 油脂、糖分の多いを品は高温になるため 
使えません。 

X 使えません 

•ただし、オーブン’ 

グ U ル用指定のちのは 
使えます。 

耐熱性げない 

耐熱温度14ぴ C 未満 

戀 

X 使えません 

•電波で変質するちの 
(ポリエチレン、メラミン、フエノール、 

ュ U ア樹脂）は使えません。 

X 使えません 

陶器•磁器 

〇使えます 

•ただし色絵や、ひび•金銀模様のある器は 
傷んだり、火花び飛んだりすることびあるので 
使えません。 

•付属の白ち皿は使えません。 

〇使えます 

•ただし、内側に色絵の 
あるちのは、はげること 
びあるので使わないで 
<ださい。 

漆器 

X 使えません 

•塗りびはげたり、ひび割れるおそれびあります。 

X 使えません 
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容器の種類 

電子レンジ加熱 

オーブン•グリル加熱 

金 

属 

1 

アルミ- ホー□一 
などの金属容器 

徵 

X 使えません 

* 金属や金串などち乂巧び飛ぶので使えません。 

* 金属製の焦げ目付け皿は使えません。 

* 付属のち皿（黒-白）は使えません。 

〇使えます 

•ただし、取っ手び樹脂の 
ちのは使えません。 

そ 

の 

他 

木-竹製品- 
紙製品 

X 使えません 

•針金を使っているちのは燃えやずくなります。 

X 使えません 

•ただし、耐熱加工を 
施した紙製品（オーブン 
シートなど）は使えます。 

ラップ 

耐熱温度 14 ぴ CLU 上 

が/ 

〇使えます 

•ただし、油分のをい料理は高温になるため 
使えません。 

X 使えません 

•高温になり溶けるおそれ 
びありまず。 


アル 5 ホイル 

X 使えません 

〇使えます 

•付属の黒角皿に敷いたり、 
ホイル焼さに使います。 


ご 

使 

用 

を 

前 

に 


r 煮こみ ] キーでは 

熱性のガラス容器-陶磁器をお使いください。 

I 同時調理 I キーでは 

電モレンジとオーブンの両方に使えるちの（耐熱性ガラス容器、陶磁器など）を使ってください。 

ただし、アルミ-ステンレスなど金属製（フッ素加工ち使えまず）のケーキ型やパイ皿は使えまず。 

しかし、留め金など金具の付いた型、アルミケース、紙型、複数使用するマドレーヌ型•カップケーキ型 
などは使えません。 


么警告 

0 1 ちたため I 、 I 自動メニュ -I の 「2 ゆで野菜(葉菜)」、 「3 ゆで野菜(果巧菜)」、 

「4 ゆで野菜(根菜りでは、ふたおよびふた付きの容器は使用しない 

容器にふたをして加熱ずると、赤外線センサーび検知でさずに、食品び発煙や発火するおそれび 
あ0ます 
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. おかず • ごはんをあたためる . 


時間-仕上がりつまみ スタートキー 



あたためキーの特長 


赤外線センサーで食品の温度を検知しています。 

•おかずやごはん類をスピーディにあたためます。 

•メニューによりラップび必要でず。 （► ] 4ページ） 

冷蔵-室温ごはんはラップなしで。 

;令凍ごはんはラップに包んで。（ラップの重なりは下にして置さます) 


例）おかずを1品あたためるとを 




C 


ピッピッ…と己回鳴った5 
でさあがり 


♦庫内なび消 I な。 

•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（已分間） 

•容器び熱くなっていますので、ふきんなどを使って気を付けて取り出してください。 
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あたためた 0 ないとさは 

* 食品を取り出して、ミ屋ぜたり、並べかえたあとに 

-再度 I あたため I キーを押してから I スタート I キーで加熱する。 

- L レンジ J 巨 00 W で時間を合わせて様子を見なび日加熱する。 


「あたため」キーで加熱できない食品は 

メニュ キーの n 牛乳」であたためる 

-牛乳、水、 コーヒー 

》 I あたため I キーでちたためると沸とうずるおそれがありまず。 


• r レンジ 1己0 0 W で時間を合わせて加熱ずる 

-お酒 (I あたため I キーでちたためると沸とうずるおそれびありまず。) 

-肉まん-あんまんなどのあん入り食品 
-乾干物、冷凍ゆで野菜、ポップコーン 
•; 令凍カレー、シチュー 
•冷まを品（肉だんごやタレの付いたちの） 


• r レンジ 1 30 0 W で時間を合わせて加熱ずる 

•いかなど、はじけやすい食品 

(手動で調理するときの設定時間 ►COOK BOOK 11□ページ） 

辟願し、 _ 

I あたため j キーで加熱ずるとさは付属のち皿(黒•白）、ちあみを使用しないでください。 


么警告 

ぐ 「あたため」キーを巧してあたためるとさは 
Cv >1 OOg 未満の食品は4已でしソ上であたためない 

赤外線センサーび検知でさずに、発煙-発火するおそれびあります 
「レンジ」キーで様子を見なび日加熱してください。 

•粒入りスープはあたためない 
具び飛び散ることびあり、やけどのおそれびあります 
ラップをして、「レンジ」キーの600 W で様テを見なびら加熱してください。 

•ふた、およびふた付きの容器は使用しない 

容器にふたをして加熱すると、赤外線センサーび検巧でさずに、食品び発煙や発火するおそれびあります 


使いかた 


おたため 
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メニューによりラップが必要です 


ップずるちの 


蒸しちの 
カ レー 
シチュ ー 
君を 



• しゅラまいなどの 
蒸しちの 
• カレー 
• シチュー 
• 煮魚 

• タレのかかった 
食品など 


ごはん 
汁ちの 


いためちの 
パンパーグ 
焼さちの 


をまちの 



• をま食品 
(フライ類を除く） 
• 冷まごはん 
(ラップの重なりは 


下にして置く） 


フライ 
天ぷ5 


煮ちの 


ップしないちの 


Q * ごはん 
• みそ汁 
•スープ 


• 野菓炒め、 

焼さそばなど 



•八ンバーグ 
• 焼さ魚 
•照り焼さ 
• フライ 



♦天ぷら 


• 野菜の煮ちのなど 


〔食品のラップのしかたつ 


ラップは食品にぴったり添わせましよう。 

•ラップび浮いているとホ外線センサーび正しく 
働かず、上手にあたためでさないことびあります。 


•ラップで直接を品を包んでいるとをはラップび 
重なっている方を下にして置さます。重なって 
いる方を上にずると上手にできません。 



上手にあたためるには 


( 食品の置きかた ) 

庫内底面の 「 WIDE & FLAT 」 ので字を目安に食品を庫内中央に害せて置きます。 

同じ食品を複数あたためるときは、同じ分量-同じ温度にしてください。 

分量-温度げ違ラと上手にできません。 






* 端に置くと加熱びうまくできません。必ず庫内四つ角のイラスト (■) より内側に置いてください。 

また、ルさなちのを端に置くとホ外線センサーで正しく検知できず、加熱しすざることびあります。 
* 赤外線センサーを正しく働かせるためにオーブンの使用後-レンジを連続使用したあとは、 

庫内を十分に;ちましてください。 
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あたためのコツ 


室温-を蔵ごはん 

♦分量は、約10□〜已 OOg まで。广•—屋、 
•お茶わんまたは容器に入れて ^ ^ 

ラップをしなし''であたためます- 

冷凍ごはん 

♦分量は、約] 00〜300 邑 まで。 jT 

•ラップに包んだ;令凍ごはんは、 #.*^1 

ラップの重なっている方を 


がず下にしてお皿にのせて加熱します r — ^ 

おかず 

カレー • シ チュー 

•分量は、約] 00〜已00 邑 まで。 

♦具などびはねることびありますので、必ずラップ 

•容器はでさるだけ背び低い□の広い容器をお使い 

をしてください。ラップを取るとさはま意して 

<ださい。 

<ださい。 

•市販の;令まを品、加工を品はノ くッケージの指示に 

• 1 時間-仕上びり 1 つまみで<強> に合わせる。 

従ってください。 

•加熱後、必ず混ぜてください。 


>;令まカレーは自動ではあたためられません。 

I レンジ I 600 W で時間を合わせて加熱して 
<ださし 、 (COOK BOOK ►! 1□ページ） 


上手に;ち凍するには 


ごはんなどは平たく巧一に一人分、一個ずつ（約1已〇〜300旨）ラップに包んでを凍します。 
できるだけ平たく形を整えましよう。 


A 警告 


0 


「あたため」キーを巧してあたためるとさは 
♦ 100 旨 未満の食品は4已で L ソ上であたためない 

赤外線センサーび検知でさずに、発煙-発火するおそれびあります 
「レンジ」キーで様子を見なび日加熱してください。 

•粒入りスープはあたためない 
具び飛び散ることびあり、やけどのおそれびあります 
ラップをして、「レンジ」キーの600 W で様子を見なび日加熱してください。 

•ふた、およびふた付きの容器は使用しない 

容器にふたをして加熱すると、赤外線センサーび検巧で去ずに、食品び発煙や発火するおそれびあります 


0 


A ま意 


•お弁当はあたためない 

容器の変あや溶けのおそれびあります 

♦ふたやラップを外し、ゆで卵やアルミケース、調味料類ち取り出して r レンジ」キーの 600 W で 
様テを見なび b 加熱してください。 


使いかた 


ちたため 
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お好みの温度に 


メニュ ー• 出力.温度つまみ 



r 付属品なし J 

- 1〇〜90でのお好みの温度に 

人肌にしたいべビーフードやカチカチに凍ったアイスク U - ムなどち食べやすくできます。 

•赤外線センサーで食品の温度を検知しています。 

•メニューによりラップをずるちのとしないちのびあります。（►]4ページ） 

冷蔵-室温ごはんはラップなしで。 

;令まごはんはラップに包んで。（ラップの重なりは下にして置きます） 



スタートキー 


取消 キー 


例）おかずを1品あたためるとさ 


食品を入れる 

* 食品は庫内中央に置く。 

* 食品の量に合った耐熱性の容器で。(►1〇~1]ぺージ) 



に;!-•出力•温度 



を回して温度を合わせる 


* ちへ回すと温度び高く、左へ回すと温度び低くなります。 
(工場出荷時は7ぴ C に設定されています） 

已むさざみに設定でさます。 



♦4 已む政上に設定する場合は、スタート後にち)、 

I メニュー•出力^! つまみのランプび点な中(約14秒間）に 
つまみで温度の変更びでさます。 


〇 



〇 

スタート 

を巧ず 

約 

つ•つで 


•庫内巧び点打し、加熱び始まる。 


•し • 開卽 

終了 


> r 開始」か b 「終了」までバーび点滅しなび b 増えていさ、 
あたための進行状態を知らせる。 





ピッピッ…と己回鳴った5 
〔 でさあびり 


* 庫内 I なび消な。 

•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（已分間） 

•容器び熱くなっていますので、ふさんなどを使って気を付けて取り出してください。 
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食品とお好み温度の目ま 


温度は一10〜90でまで己できざみで合わせ5れます。 

特に熱くしたいときのみ90でに設定してください。 

※牛乳•か. コーヒーは fiS " メニユ ー I の ri 牛乳」であたためてください。（►20〜21ぺージ） 


10—已010 20 30 40已〇已已日0 6已70 7已80 8已90で 


が 


戀 


アイスク U — ム 

♦分量は約吕00〜已〇 0ml 
♦スプーンび入る巧態にします。 
♦みたはしない。 


パンなどのあたため 

◄- 






べビーフード 

♦分量は己0~1己 Og 
♦容器に移しかえて加熱してください。 
♦をましたちのは、あたためられません。 
♦加熱後、かさ混ぜて必ず温度を 
確かめて < ださい。 


バタ—. ク リームチー ズを柔らかく 

♦分量は] 00〜200巨 

♦お皿にのせます。（ラップはしない） 




バターを;’客かず 

♦分量は100~吕00巨 
♦3cm のち切りにして耐熱容器に入れます。 
(ラップはしない）加熱後ミ畳ぜて<ださい。 


庫内を十分に;ちましてか5ご使用ください 




カレー*シチュ ー 

♦分量はが]] 00~巳00邑 
♦ラップをし、加熱を混せ'てください。 
♦:令凍カレーはあたためられません。 

I レンジ I 日00 W で加熱して 
ください。 

(設定時間 ►COOK BOOK 11〇ぺージ) 


ごはん-スープ-みそ汁 

♦分量は約] 00~巳00邑 
じ令凍ごはんは300旨まで） 

♦マグカップは使用しないでください。 


7VJ_ 


おかずのあたため 

♦分量は約] 00〜巳00吕 


A 警告 


0 


「あたため」キーを巧してあたためるとさは 
♦ 100旨未満の食品は4已でしソ上であたためない 

赤外線センサーび検知でさずに、発煙-発火するおそれびあります 
「レンジ」キーで様子を見なび日加熱してください。 

•粒入りスープはあたためない 
具び飛び散ることびあり、やけどのおそれびあります 
ラップをして、「レンジ」キーの600 W で様テを見なびら加熱してください。 

•ふた、およびふた付きの容器は使用しない 

容器にふたをして加熱すると、赤外線センサーび検巧でさずに、食品び発煙や発火するおそれびあります 


使いかた 


お好みの温度に 
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肉や魚を解凍ずる 


スタートキー 



時間-仕上がりつまみ 


解;ま キー 取消 キー 


r 解;束」キーを使い分けましよう。 


全解ま 

半解ず 

•ほぐしやずい固さに解;ましまず。 

* 煮る、いためる、焼くなどずぐに調理ずる場合に 
適していまず。 

(形状-開始温度によっては部分的に煮えることび 
ありまず。） 

•少し固く、包 T でサクサクと切れる固さにしまず。 
•さしみや肉の細切り、し佩に切り目を入れる場合 
などに適していまず。 


ラップをはずし、 

W トレ-にのせたまま食 sa を入れる 

発泡スチ□ールのトレーにのせた食品を庫内中央に置く。 



e 

。解;ま 

を巧ず 

弱 iir 強 


半瞄ま 弱—強 

*1 度押すと r 全解ま」 





2度巧すと「半解凍」 


Q を回してお好みの仕上がりを選ぶ 

• I スタート I キーを押す前、または I 時間-仕上びり I つまみランプび 
点 I な中（スタート後は] 4秒間）に、強弱の設定びで舌ます。 

\_ J 


^ 夕-卜階巧ず 

•庫内巧び点打し、加熱び始まる。 

• r 全解凍」または r 半解ま」び点滅。 
♦仕上びりのバーび点滅。 

•途中で残り時間を表示。 


ピッピッ…と己回鳴ったら 
でさあがり 


♦庫内 I なび消な。 

» I 時間-仕上びの つまみのランプび点滅しまず。に分後、自動的に消 I な) 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おさに鳴ります。（已分間） 
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まだ解凍できていないときは 


加熱終了後、政間-仕上がり]つまみのランプび点滅中に分間）につまみで追加時間（最大10分まで）を 


合わせて区タート I キーを押します。 


I 時間-仕上びり ] つまみのランプび消えたときは、 

「解凍」キーで解凍できない食品は 

を;ま野菜 


レンジ]] 00 W で様子を見なび日解凍してくださし、 


レンジ I 日 00 W で時間を合わせて解まする 。 （COOK BOOK ► ill ぺージ） 


©願い 


田?ず I キーで加熱ずるとをは付属の角皿（黒•白)、角ちみを使用しないでください。 


上手に解凍するには 


•COOK BOOK ► ] 9ぺージ 
♦分量は、 ] 度に1□□〜5□□旨まで。 

* 家庭用;令凍庫か日出したちのをすぐに解ましてください。 

* 温度のあがった食品は、 I レンジ I 10 0 W で瞄凍してください。自動では上手に解;までをません。 

(例）-冷凍庫か日出して長い間放置した食品 
■ ;令ま庫から;令威庫へ移したを品 

•発泡スチ□ールのトレーびないとさは平皿に食品をのせてください。 

•自動では分量び1□□邑未満のを品は上手に解まできません。 
r レンす 1 00 W で様子を見なび日解凍してください 。 (COOK BOOK ►! 11ぺージ） 

* 食品の変色や煮えを防ぐため、身の細い部分は、アルミホイルを巻いてください。 

* 赤外線センサーを正しく働かせるためにオーブンやグ U ルの調理後、同時調理の後、レンジの連続使用後は、 
庫内を十分にをましてください。 


上手にを凍するには 


材料は、新鮮ならのを、薄く平たく整える 

1回分ずつ（約300邑まで）に分け、 3 cml ； l 内に厚みをそろえます。 


ラップでしっかり密封する 

1尾魚はウ□コや内臓を取り、塩水にくぐ日せてから]尾ずつ保を。 
えびは重な日ないよう並べます。 






使いかた 


解凍 
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自動メニューで調理ずる 


メニュ ー. 出力.温度つまみ 


自動メニューキースタートキー 


メニ: I — •出力•温度 

め 



時間-仕上がりつまみ 


取消キ- 


自動メニユーキーを使うと、 LU 下のメニユーが調理できます。 

それぞれの調理のコツは COOK BOOK (下記のぺージ）をご覧ください。 


1 牛乳 

P .21 

付属品なし 

巨 グラタン 

P .34 

白角皿 

2 ゆで野菜(葉菜） 

P .22 

付属品なし 

7 ヘルシーフライ 

P .38 

黒角皿 

3 ゆで野菜(果巧菜） 

P .23 

付属品なし 

8 ヶーキ 

P .74 

黒角皿 

4 ゆで野菜（根菜） 

P .23 

付属品なし 

9 クッキー1段 

P .84 

黒角皿 

已 茶わん蒸し 

P .32 

白角皿 

10クッキー2段 

P .84 

黒角皿 (2 枚） 



を:ぺージへつづく) 
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e 


スタート 


を巧ず 


>庫内巧び点打し、加熱び始まる。 

* n 牛乳」のみ「開始」か日「終了」までバーび点滅しなび日増えていさ、 
加熱の進行状況を知らせる。 

>仕上びりの y (—び点滅。 

>途中で残り時間を表示 。 （ri 牛乳」 LU 外） 


C 


ピッピッ…と己回鳴った5 
でをあび0 


>庫内巧び消打。 

» I 時間-仕上びり1 つまみのランプび点滅。に分後、自動的に消巧） 
>取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。巧分間） 


加熱時間を追加したいときは 


加熱終了後、 「時間‘仕上びり 1 つまみのランプび点滅中 (2 分間）に追加時間（最大10分まで）を 
W キーを押しまず。 


合わせて r スタ- 
ただし 、 ri 牛乳」 は時間の追加はでさません。 
加熱してください。 


レンジ]巨 00W で時間を合わせて様子を見なびら 


牛乳、コーヒー、お茶などを上手にあたためるには 


置きかた 


庫内底面の 「WIDE & FLAT 」 の文字を目まに庫内中央に害せて置きます。 

-■杯数に合わせた置をかたびありまず 

Y 庫内中央に n け不 2 杯 3 杯 4 杯 

n ◎◎囚回 


庫内の端に置くとホ外線センサーび正しく検知でさず、沸とラするおそれびあります。 
必ず庫内四つ角のイラスト （■) より内側に置いてください。 


あたためのコツ 


>分量は、一度に]〜4杯まで。容器の 8か 目 まで 入れる。 

《2杯じ(上加熱するときは、それぞれの分量を合わせてください。 

»カップは、広□で背のおいちの。（マグカップなど） 

け □熱前と加熱後に必ず混ぜる。 

•容器の形状により仕上びりび異なります。 I 時間-仕上びり1 つまみで 
温度調節をしてください。 

* n 牛乳」のメモリー機能について 

設定した仕上びりを記憶しています。次回か日は記憶した仕上びりに設定されます。 


- 1 I — 


m 


■4 

一:妾 


お';西は 動メニユ ー I 「1 牛乳」ではあたため日れません。 

r じン已 00 W で時間を合わせて加熱してください。 （COOK BOOK^l 1〇ぺージ） 



A 警告 


0 


飲み物を加熱しすざない （ち沸にま意） 

加熱後取り出したあと、突然の沸とラによる飛び散りなどでやけどのおそれびあります 
♦牛乳、コーヒー、お茶、水などを自動であたためるとさは、必ず、本ページの 
記載に従い、自動メニューの「1牛乳」で加熱する。 

♦お酒をあたためるとさは、「レンジ」キーの巨 00 W で様子を見なび日加熱する。 



使いかた 


自動メ 
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野菜を上手にゆでるには 

3種類を使い分けましよラ 

2 ゆで野菜（葉菜）: ほうれん草-キャベツ- グリーンアスパラガス • もやしなど 
3 ゆで野菜（果な栗）： ブ□ッコ U —• なす-かぼちゃ-さやいんげんなど 
4 ゆで野菜（根菜）: じやびいも-さつまいも-さといも-にんじん-大根など 


誤った使いかたをずると、ホが線センサーがうまく働かないため発煙-発乂するおそれがありまず。 
下記の項目に従って正しくお使いください。 

* 票菜はラップに包んで必ず耐熱性の平皿にのせて加熱しましよう。 

* 分量が10 Og 未満の場合は rb !7 yl 60 0 W で様子を見なげ5加熱してください。 


C 野菜をゆでるときのコツ ） 

• アクの強い野菜は加熱前、加熱後に水にさ日してアク抜きしてください。 

•洗ったときの水分を残して加熱しましょう。乾燥や脱水を防ざ、しっとりと仕上びります。 

ただし、容器に水をはりその中に野菜を入れて加熱しないでください。 

•季節により、仕上びりび異なります 。 I 時間-仕上びり 1 つまみで調節してください。 
•取り出すときは平皿び熱くなっているので気を付けてください。 


ゆで野菜（葉菜) 


♦分量は、 ] 00〜已00邑まで。 

(ほうれん草-ル松菜-青梗葉は300邑まで） 

ほうれん草-ルお菜など 

葉と茎を交互に重ね、太い茎には十文字に包 T を入れる。 
加熱後、流水でアクをとる。 

キャベツ 

キャベツは固いおを取り、大ささをそろえて切る。 

をやし 

グリーンアスパラガス 

穂先と根元を交互に重ねる。 
m 面^ 仕上が 百1 つまみでく弱 > に合わせる。 

加熱後、手早く冷水に取る。 


直接ラップに包んで平皿にのせ、 

庫内中巧に置ぐ。 

•ラップの重なり合ラ部分を下にして加熱する。 
•ラップは何重にも重ねて巻かない。 


mala 


加熱時間を追加したいときは 

加熱終了後、 I 時間‘仕上がろ1 のランプび点滅中に分間）に追加時間(最大 10 分）を合わせて 
L スタート I キーを押します。ランプび消えたときは 山ン句 巨 00 W で様テを見なびら加熱してください。 
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> 分量は、]0〇〜已00邑まで。 


かぼちゃ 

やや厚めに大きさをそろえて切る。 

なず 

大ささをそろえて切り、稳水につけてアク抜きする。 


ブ〇ッコリー•カリフラワーなど 

ル房に分け、塩水につけてアク巧さする。 

さやいんげん 

すじを取る。 



>分量は、100邑 kg まで。 
(にんじん-大根は已00邑まで） 


にんじん 

輪切りか、いちよう切りにして水にくぐ日せる。 

厚切り、角切りのにんじんは Iレンジ 1 600 W で時間を 
合わせて加熱ずる 。 （COOK BOOK ►! 11ページ） 

じゃびいを*さつまいち*さといをなど 

加熱ムラを解消するため、加熱後約已分蒸らす。 

2個じ(上の場合は、上下に重ねないように皿にのせる。 

大根 

2~3 cm の厚さの輪切りにする。 

2個じ(上の場合は、上下に重ねないように皿にのせる。 


A 


苗た化 

言口 


0 



•ふた、およびふた付きの容器は使用しない 

容器にふたをして加熱すると、赤外線センサーび検知でさずに、食品び発煙や発火するおそれびあります 

•次の場合、自動で加熱しない 

•1 0□旨未満の野菜 

発煙や発火のおそれびあります 

♦薄く切ったり、ルさく切ったりした野菓(にんじんやミックスベジタブルなど） 

火花び出て焦げることびあります 
時「レンジ」キーで様テを見なび b 加熱してください。 


4ゆで野菜（根菜) 


ゆで野粟（果巧粟) 


使いかた 


自動メ 
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レンジで調理する 



スター トキ ー 



メニュ ー. 出力.温度つまみ 時間-仕上がりつまみ レンジキー 取消キー 


@属品なし 


一定の出力で調理する 


例）に 00 W 」 で調理する場合 


〇 食品を入れる 



ぃジ を J 甲ず 

己 00 W で加熱ずるとさは、 ©の 操作へ。 

C nn 

U UU W 


〇 >=3(5^ をに回して 


ご nn 
•1 し " J W 

出力300 W に合わせる 

巨 00 VV 、300 VV 、] 巳 0 VV 、 ] 00 VV の順に出力を表示。 


〇 "q を回して時間を合わせる 


1 二の 

< 分 J し！ (秒 

•合わせることびできる時間 

己 00 W 、300 W 撮大時間設定30分） ]50 W 、 1 00 W (最大時間設定已時間） 

10秒単位30秒単位1分単位 30秒単位1分単位 

巳分単位10分単位 

0 已分 ]0分 30分 0 ]0分 30分 2日寺間 己日寺間 


e スタート ] を巧ず 


庫内打び点打し、残り時間を表示。 



ピッピッ…と已回鳴った5 
〔 でさあがり 


♦庫内 I なび消な。 

♦ I 時間-仕上び の のランプび点滅。に分後、自動的に消灯) 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（已分間) 
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出力を組み合わせて調理する 


かぼちゃの煮らの、五目豆などの調理に使います。 
例）「巨 00 W 10 分」時 rioow 1 時間」の場台 


〇 

を 

〇 


レンジ 


レンジ 


時間•仕上び y 



10分 


メニ:!-•出力•温度 


時間•仕上がり 


〇 ーク 


100 W 

(300 W 、]50 W 、] 00 W の設定び巧能です。） 


スタート 


を巧す 


已 00 W び終わった日、「ピッピッ」と2回鳴り、自動的に] 00 W に 
切り替わり] 00 W の残り時間を表示。 


レンジ出力の使い分け 


出力 

適する調理 

巨 00 W 

食品のあたためや野菜をゆでるとさ 


市販の;令ま食品のあたために 


調巧全般 

300 W 

魚類の調理など 


卵料理など 

1 已 0 W 

レンジ加熱をする煮豆などの追加加熱に 

100 W 

解凍を手動でするときに 


加熱時間を追加したいときは 


加熱終了後、 巧 寺間-仕上びり1 つまみのランプび点滅中 (2 分間）に追加時間を合わせて I スタート I キーを 
巧します。 


货願ぃ 


•[レンジ I キーで調理ずるとさは付属の角皿（黒•白）、ちちみを使用しないでください 


* I レンジ I キーを長時間使用した後やオーブン調理後など庫内び熱くなっているとさは、熱に弱い容器を庫内に 
置かないで < ださい。 

(発泡スチ□ール製のトレーやラップ、プラスチック容器は、溶けたり変あするおそれびあるため、 

耐熱性容器をお使いください。） 


A 警告 


0 


食品-飲み物は加熱しすざない 

発火や発煙、やけどのおそれびあります 

飲み物は、加熱後取り出したあと、突然の沸とラによる飛び散りなどでやけどのおそれびあります 
♦設定時間を控えめにし、様子を見なび日加熱してください。 


使いかた 


レンジ 
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煮こみで調理ずる 




〔付属品なし） 日き間•仕上がりつまみ 


取消キ- 


^^ 食品を入れる 


0 I 。 煮こみ I を巧ず 


を回して時間を合わせる 声口 n 分 


* 合わせることびできる時間撮大時間設定3時間) 


3□秒単位 [ 1分単位 L 5分単位い0分単位 
0 1日分 3日分 2時間 3時間 


〇 。スタ-卜 を巧ず 

•「強」び点滅する。 

♦庫内 I なび点巧し、残り時間を表示。 

•途中、自動的に弱出力に替わり、表示も「強」か日「弱」に変わります。 
(加熱のしくみ COOK 日 00 K ► IS ページ） 


© 時間•仕上な 

6 


C 


ピッピッ…と己回鳴った5 
でをあがり 


♦庫内なび消巧。 

參 I 時間-仕上びの のランプび点滅。 (2 分後、自動的に消な) 
♦取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（巳分間) 
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加熱時間を追加したいときは 

•加熱終了後、 rsi 商-仕上がち]つまみのランプび点滅中に分間）につまみで追加時間を合わせて 


[スタートキーを押しまず。 


* I 時間-仕上びり 1 のランプび消えた後、追加加熱したいときは I 煮こみ 1 キーを1砂じ(上押すと 
表示部に r 亂を表示します。その 状態で© か日の操作をしてください。 弱 出力か日の加熱びはじまります。 


©願い 


• r 煮こみ I キーで調理ずるときは付属のち皿(黒•白）、角あみを使用しないでください 

»容器は耐熱性ガラス容器-陶磁器をお使いください。 


> 1煮こみ1 キー使用をは、熱に弱い容器を庫内に置かないでください。 

(発泡スチ□ール製のトレーやラップ、プラスチック容器は、溶けたり変あするおそれびあるため、 
耐熱性容器をお使いください） 


煮こみに使う客器、落としぶたについて 


(3L) 

I-1 

直径約2已 cm 
(内径約 22 cm ) 



ふた付さ 
ミ果さ 

約1 0 cm 


底び平日 


• ふきこぼれないように深めで側面びまっすぐな耐熱容器を 
使いましよラ。 

• 材料びかぶるく日いの煮汁で煮こみましよう。 

材料び煮汁か日出ていると、焦げ付くことびあります。 
煮汁び少ないときは必ず落としぶたをしましよう。 


•巧をあけたクッキングシート(または硫酸紙やグラシン紙)を 
使います。 

金属製の落としぶたは避けてください。 


使いかた 


煮こみ 
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同時調理で調理ずる 


同時調理キー 


〇 

〇 


〇 





〇 

%き 

調理 

〇 


同時調理2 2度巧し 



メニュー•出力•温度つまみ 時間•仕上がりつまみ 



スタートキー 


取消 キー 



食品を入れる 


。雕調理 を}甲ず 

白肖皿 

1 

1 

•1 度巧すと「同時調理1」…□ーストチキンなど肉類 
•2 度巧すと「同時調理2」…パイなどのお菓子類 

「同時調理1」の場合 

白ち皿 

•? 


「同時調理2」の場合 

Q ^を回して温度を合わせる 


? 5ピ 浦 

1已□〜2已ぴ C の設定び巧能です。 


0 ^を回して時間を合わせる 


<n r " つ S 

心分し"-% 


* 合わせることびできる時間（最大時間設定2時間) 


30秒単位 I 1分単位 I 巳分単位 
0 ] 0分 30分 2時間 


Q 区 を巧ず 

庫内巧び点巧し、残り時間を表示。 



ピッピッ…と己回鳴った5 
〔 でさあがり 
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♦庫内なび消 I な。 

• I 時間-仕上びり I つまみのランプび点滅。 

ランプび点滅中は追加加熱でをます。 （2 分後、自動的に消 I な） 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（已分間） 
♦終了後、電気部品保護のために最大1巳分間ファンび回ります。 



























































































加熱時間を追加したいときは 

加熱終了後、 ria - 仕上 师 つまみののランプび点滅中に分間）につまみで追加時間を合わせて 
に夕ート I キーを巧します。 


替願ぃ 


• r 同時調理 I キーで調理ずるとさは付属の黒ち皿、ちあみを使用しないでください 

* 容器は電子レンジとオーブンの両方に使えるちの（耐熱性ガラス容器、陶磁器など）を使ってください。 
ただし、アルミ-ステンレスなど金属製（フッ素加工ち使えます）のケーキ型やパイ皿は使えます。 
(留め金など金具の付いた型、アルミケース、紙型、複数使用するマドレーヌ型•カップケーキ型などは 
使えません。） 

• I 同時調理 I キーを長時間使用して庫内び熱くなっているときは、熱に弱い容器を庫内に置かないで 
<ださい。 

(発泡スチ□ール製のトレーやラップ、プラスチック容器は、溶けたり変あするおそれびあるため、 
耐熱性容器をお使いください。） 


使いかた 


同時調理 
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グリルで調理する 



時間-仕上がりつまみ 


グリル キー 


〇 

ブリル 

〇 

1。 


。 

〇 

〇 


付属品 黒ち皿+ちぁみまたは黒ち I 



スター トキ ー 


取消 キー 


食品を入れる 

e じク . IJ ル I を巧ず 


黒ち皿 


© 時間•仕上びし J 

6 


を回して時間を合わせる 

合わせることびで去る時間（最大時間設定3□分） 


<し<巧し<し<* 


黒角皿 


1日秒単位30秒単位1分単位 


0 


己分 1日分 3日分 


〇 


スタート 


を巧す 


庫内巧び点巧し、残り時間を表示。 


L 

♦ 

ピッピッ…と己回鳴った！ 5 

♦庫内なび消1 な。 

* 1 時間-仕上びり 1つまみのランプび点滅。にか後、自動が]に'消灯） 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（巳分間） 

♦終了後、電気部品保護のため最大1已分間ファンび回ります。 


( でをおがり ） 




加熱時間を追加したいときは 


加熱終了後、1 時間-仕上びり 

] つまみののランプび点滅中に分間）につまみで追加時間を合わせて 


1 スタート 1キーを押します。 



©願 ぃ 


• r グリル1 キーで調理ずるとをは付属の白ち皿を使用しないでください 

* 付属の黒角皿にアルミホイルを敷く場合は、周囲の巧をふさびないようにしてください。ふさぐと焼きムラの 
原因になります。 

リ; キー使用後など庫内び熱くなっているときは、熱に弱い容器を庫内に置かないでください。 

(発泡スチ□ール製のトレーやラップ、プラスチック容器は、溶けたり変あするおそれびあるため、 

耐熱性容器をお使いください） 


30 

















































































ー ブンで調理する-発酵ずる 


メニュー•出力•温度つまみ 


時間•仕上がりつまみ 


スター トキ ー 


メニコ-•出力•温度時間‘仕上びり 

&■ Id 


D II。I 

〇 


D I 

I 。 スタ^卜 





^-ブン/発酵 I 

r 


D I 

I 取；肖 


ぞ熱なし2度巧し 


付属品 ^瞧黒触 1 枚 または 黒 角皿 2 枚 


•ーブン 


才ープン/発酵キー 


取消キ- 


予熱あり 

予熱するとき、付属の黒ち皿や食品を入れないでください。 焼き上がりが悪くなります。 


〇 


トブン谋醒 


を巧ず 


•? 


110側の0刚300 

し心予熱 1111111111 


© タニユ-•出力•温度 

6 


を回して温度を合わせる 


弓日で 


110側200 250 300 

111111111 


»1]0~2已 0 °C • 30ぴ C の設定び巧能です。 

>庫内の温度び高いとさは 3 ocrc の設定はでさません。 

>30 • 35 • 40 • 4巳では発酵の温度でず。 （► 32ぺージ） 


e 


スタート 


を巧ず 


e 


ご C 予熱中 Sif - 


250300 


>庫内巧び点巧し、予熱び始まる。 

>温度のノ く一び点滅して、現在の予熱の進行状態を巧らせる。 

>予熱時間の目を 

1已 0 °C :約2分、 200 °C :約4分、2已 0 °C :約已分、 300 °C :約9分 


ピッピッ…と已回鳴った！ 5 予熱完了 

• r 予熱完」を表示。 

•約30分間予熱を保持。 


Q で子 k <1.1.3.. 

•■U / 是 mmm 


測如0 


ドアを開けて食品を入れる 

ただし、30ぴ C の場合、予熱終了後ドアを開けると自動的に2已ぴ C に下びります。 


〇 

時間•仕上が y 

Q を回して時間を合わせる 


里角皿 

110150 200測如0 

しし1 111111111 


•合わせることびできる時間（最大時間設定 2 時間） 



30秒単位1分単位5分単位 


L 

0 ] 日分 3日分 2時間 



使いかた 


クリル•才—ブン 


をぺージへつづく） 31 
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〇 

スタート 

を巧ず 

庫内好び点巧し、残り時間を表示。 





c 


ピッピッ…と已回鳴った 5 
でさあが0 


* 庫内 I なび消な。 

• I 時間-仕上びり 1つまみのランプび点滅。 

ランプび点滅中は追加加熱でさます。 （2 分後、自動的に消な) 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（巳分間） 
♦終了後、電気部品保護のため最大1已分間ファンび回りまず。 



食品を入れる 

0 函 を2度巧す I ~ pi 广•口で*を™ 11 り!?..?曲.? W 

発酵は1度押しの状態からでち設定でさます。 ' ' 


を回して温度を合わせる J 弓な G 

オーブン予熱なしの場合 

•オーブンは] ] 〇〜2巳び C の設定び巧能です。 

* 発酵は30 • 3已 • 40 • 4已での設定び可能ですび、 

基本の温度は4 □むです。 


H 0 


で 


発酵 


発酵の場合 


© だュ-.男力. 

〇 



時間•仕上が y 

を回して時間を合わせる 


♦合わせることびできる時間（最大時間設定2時間) 
30秒単位 j 1分単位 {5 分単位 

0 10分 30分吕時間 



黒ち皿 

110150 200 250300 

111111111 


オーブン予熱なしの場合 



黒ち皿 
発酵 


発酵の場合 



°スタ-卜を巧ず 


庫内巧び点巧し、残り時間び表示。 


※発酵の温度（30、3已、40、4巳 ° C ) に 
設定した場合は庫内巧は点なしません。 



ピッピッ…と己回鳴った！5 
〔 でをあがり 


♦庫内なび消なします。 

• I 時間•仕上びり1 のランプび点滅します。 

ランプび点滅中は追加加熱でさます。 （2 分後、自動的に消な) 
•取り出し忘れると、ブヴーび1分おきに鳴ります。（已分間） 
♦終了後、電気部品保護のため最大1已分間ファンび回ります。 
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加熱時間を追加したいときは 


加熱終了後、1 時間-仕上びり 1つまみのランプび点滅中にか固）につまみで追加時間を合わせて 

1 スタート 1キーを押します。 

途中で温度を変更したいとをは 


加熱中に1 メ ニ ュ-•出力•温度 1つまみを回して調節しまず。 

V 


©願ぃ 



* 付属の黒角皿にアルミホイルを敷く場合は、周囲の巧をふさびないよラにしてください。ふさぐと焼さムラの 
原因になります。 

• I 才ーブン/発画 キー使用後など庫内び熱くなっているときは、熱に弱い容器を庫内に置かないでください。 
(発泡スチ□ール製のトレーやラップ、プラスチック容器は、溶けたり変形するおそれびあるため、 

耐熱性容器をお使いください） 


お知5せ 


発酵について 

-庫内に入れる食品や器具によって、発酵中の庫内の温度び変わってさまず。食品の様子を見なびら発酵の 
温度、発酵の時間を調節してください。 

-夏場など室温び高い場合、庫内の温度び設をより高めになることびありますので、食品の様テを見なびら発酵の 
温度、時間を調節してください。特に30 • 35 °C については室温での発酵をおすすめします。 

また、を場など室温び低い場合、生地の様テを見なびら、十分にふくらむまで時間を長めに設定してください。 


使いかた 


才—ブン•発酵 
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故障かな？と思った 5 


故障かな？と思われたときは、ムソ下の項目に従って、調べてください。 


症状 

原因 

まった<動かない 

•停電していませんか。 

•配電盤のブレーカーび切れていませんか。 

•表示部に「□」を表示していますか。自動電源オフ機能び働いている場合 
はドアを開閉し、「□」表示び出てから操作してください。 

食品がまったくあたたま 5 ない 

•表术部 L 「 M 」 び出ていませんか。 

店頭用のモードに設定されています。 M 

1 レンジ 1キーを2砂押し続けて < だホい。 

ピッと]回鳴って 「 M 」 表示び消え、解除されます。 

調理中「カチカチ」音びしたり 
調理終了後ファンの回る音がずる 

•電子レンジの出力、ヒーターを切り替えているスイッチの音や、 

調理電気部品を;令却ずるファンの音です。故障ではありません。 

庫内温度び高いとさは最大]已分間ファンび回ります。 

電子レンジ調理-同時調理のとさ 
义巧び出る 

•金粉- S 良粉のある容器を使用したり、庫内の壁に金属（アルミホイル • 

金串など）び触れたりしていませんか。（使える容器 ►10-1 1ページ） 
•付属の黒角皿を使用していませんか。 

煙やいやな臭いび出た 

•初めて使ったとさは、防鐘の油び焼け臭いや煙び出ることびあります。 

気になるときは、脱臭をしてください。 （^37 ページ） 

♦庫内.ドア内側に、食品カス-油などびついていませんか。 

※ヒーター調理中は、排気□などか日蒸気や煙び出ることびありまずび 
故障ではありません。 

自動調理で、残り時間が出るとさと 
出ないとさがある 

•食品の種類や分量によって変わります。 

ドアびくちり、水滴が落ちる 

•メニューにより水滴び出ることびありまずび、本体には影響 
ありません。 


「ピピピッ」と鳴り、次の表示び出たときは、内容を確認した後 r 取消 I キーを巧し、再度設定して 
<ださい。 


症状 

調べるところ 


電気部品の温度び高いときに表示しまず。 

4 d k A 

庫内にを品び入っていない、または] OOgLU 下の少量を入れて加熱 

M LJI 1 

していませんか。 


^庫内に食品を入れるか、分量を増やしてください。 


庫内の温度び高いとさに表示しまず。 

M m 

一 表示び消えるまでドアを開けて待つか、1 取消 1キーを巧して 

u Du 

か b 手動で調理してください。 


電気部品の温度び高いときに表示しまず。 

M CC 

電気部品の温度び高くなるとレンジ出力び下びり、その後「 U 呂5 」 

Uf U J 

び表示されます。 


^めるく仕上びったとさは、再度あたため直してください。 
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左記のことをお調べになり、なお異常があるときは保証書をお示しのラえ、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

■ご連絡いただきたい内容 


1. 故障状況 

2. 製品名（ビルトインオーブンレンジ) 

3. 品ま 

4. お買い上げ曰（年月曰） 


保言正書に記入してありまず。 


■巧の表示び出たときには専用ブレーカーを切り、表示内容をお買い上げの販売店へ 
ご連絡ください。 


H 0? H 趴 


H 35 W W H つ？ 


そ 

の 

他 
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お手乂れのしかた 


本術いドア部 



※イラストは実物と若干異なります。 

■ドア•前面 

めれぶさん-柔らかい巧でふ< 

ひどい巧れは、薄めた台所用洗剤（中性）を 
しみ込ませた布でなさ取り、 

残った洗剤を拭さ取ります。 

■庫内底面 

巧れは、めれぶさんでずぐふさ取る 

•汁や食品カスは、こまめにめれぶきんで 
ふさ取ってください。 

特にオーブン調巧の前には、庫内をされいに 
ふきとってか日調理をしてくださし、。 

周囲のパッキン部分は強くこす日ないでください。 
はびれるおそれびありまず。 

ひどい巧れは、クリームクレンザーを 
付けたナイ□ンたねしで巧れをこずり取り、 
めれぶきんで残ったクリームクレンザーを 
ふき取りまず。 


A 警告 

〇 •お 手入れ時、専用 ブレーカーを 切る 

感電のおそれびあります 

•庫内が冷めてからお手入れする 

やけどやけびのおそれびあります 


A ま意 

〇 庫内に付着した油や食品カスはふき取る 

そのまま加熱すると発火や発煙の原因に 
なります 

必ず庫内び;令めてからふさ取つてください 


* 庫内底面に衝撃を加えたり、水をかけたりしないでください。 
底面び割れるおそれびあります。 


■庫内の國ホ、ちれげつきにくくなっています 
天井 

SC (セルフク U —ニング）加工び、ヒーター調理中に油ちれを焼さ切ります。 

SC 効まを維持させるために、 SC 加工面に多量の油び付着すると効まび低下ずるため、 

鶏の照り焼さなどの油の飛び散る料理を、連続して4〜已回繰り返さないでください。 

側面.奥面 

側面はフッ素加工で巧れびつさにくく、ふさ取りやすくなっています。 

* ちれびひどいときは台所用洗剤沖性）をふきんにしみ込ませふき取ります。 

* ちれびこびり付いたときは台所用洗剤仲性）を少し多めに巧にしみ込ませてミちれた部分に 
かぶせ、しばらく置いてからふさ取ります。 
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ちれがひどいとき、油の飛び散る料理のあと、においが気になるときは脱臭してくださし、。 
C 脱臭のしかた ) 

① 庫内の付属品を取り出ず。（庫内のちれはふさ取ってください。） 

② |才~ブン/発酵 I キーを2度巧ず。 

③ I メニ： L - •出力•温度[ つまみで「2已〇で」に合わせる。 

角 ) I 時間-仕上が巧 1 つまみで「20分」に合わせる。 

⑥ I スター ト j キーを 巧し まず。 


付属品 



■黒 角皿 (2 枚)、角あみ 

•使ラたびにスポンジたわしで洗い、水分をふさ取ります。 

* 金属たわしなどは傷び付<おそれびあるため、なるベ<使わないで<ださい。 

■白角皿 

•使ラたびにスポンジたわしで洗い、水分をふさ取ります。 

* 金属たわしなどは傷び付くおそれびあるため、なるべく使わないでください。 

* ちれびこびり付いた場合は、ク U —ムクレンヴーを使いナイ□ンたわしで洗います。 
それでち取れないとさは水で薄めた漂白剤に一晩つけます。 

■ 5 トン 

傷んだりちくなったりしたとさは新しいちのをお買い巧めください。 （^2 ページ） 


@願ぃ_ 

•洗剤-食品カスをすき間や庫内パンチング巧、ホ外線センサー取り付け部に入れないでください。 

(故障の原因になります） 

•シンナー、ベンジン、住宅•家具用合成洗剤（アルカ U 性）を使わないでください。 

(傷-変形-変色の原因になります） 

* 庫内を強くこすらないでください。セルフク U —ニング効ま低下やフッ素加工び、はびれる原因になります。 
とくにクレンヴー（粉タイプ）•漂白剤などは使用しないでください。 

(庫内底面のみク U —ムクレンヴーび使えます） 

•付属品を乱暴に扱わないでください。（変あ-割れの原因になります） 


そ 

の 

他 
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ほ証とア フターサー ビス C よくお読みください^ 


修理-使いかた-お手入れなどは 

■まず、お買いホめ先へ ご相談ください 


，お買い上げの際に記入されると便利です 


販売店名 



電話 （ 

) 

- 

お買い上げ曰 


年月 曰 


修理を依頼されるときは 

「故障かな？」（34、3已ページ)、 

「お料理びうまくできないときは」 

(COOK BOOK 1 12. 113ぺージ)で 
ご確認のあと、直らないとさは、 

まず 専用 ブレーカーを切って、 

お買い上げ曰とちの内容をご連絡ください。 


参製品名 


ビ J レトインオーブンレンジ 


参品番 


参故障の状況できるだけ具体的に 


参保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたしまず。 

保証期間：お買い上げ日から本体]年間。ただし、マグネト□ンは2年間です。 

(一般家庭用！;(外に使用される場合は除をます） 

•保証期間終了後は、診断をして修理でをる場合はご要望により修理させていただをます。 

※修理料金は次の内容で構成されています。 


※補修用性能部品のな有期間8年 


技術料該断-修理-調整-点検などの費用 


部品代部品および補助材料代 


出張料技術ちをが遣ずる費用 


当社は、このビルトインオーブンレンジの補修用性能 
部品(製品の機能を維持するための部品)を、 

製造巧ち切り後8年保ちしています。 


■転居や贈答品などでお困りの場合は、 巧の窓□にご相談ください 


参修理に関ずるご相談は 


パナソニック修理ご相談窓 □ 


ナビダイヤル 
(を国な通ま号) 


因0570 -087-087 


• 呼び出し音の前に NTT より通話料金の目まをお知らせし 
ます。 

•携帯電話 - PHS • IP / ひかり電話等、ナビダイヤルびご 
利用できない場合は、各地の「修理ご相談窓□」におか 
けくださし、。 


参使いかた-お手入れなどのご相談は 

※「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」 
などはホームページをご活用ください。 

http://panasonic.co.jp/cs/ 


パナソニック お客様ご相談センター夏 付記き5~日2 口時 

胃言舌 J ィャル 函0120 -878-365 

■携帯電話- PHS でのご利巧は… 06-6907-1187 
■ FAX フリーダイヤル 函’ 0120 -878-236 
Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays / national holidays) 
※上記の内容は、予吉なく変更する場合びあります。ご了承ください。 


※ご使用の回線 （ IP 電話やひかり電話など）によって 
は、回線の混雑時に数分で切れる場合びあります。 


【ご相談におけるお客様に巧ずる情巧のお取り巧いについて】 

• お客様の個人情報やご相談内容を、その対応や修理確認などのために利用し、残すことびあります。 
• 個人情報やごホ目談の記録を適切に管理し、正当な理由びある場合を除さ、第兰者に提供しません。 
•ナンバー-ディスプレイを採用し、折り返し電話させていただくことびあります。 

(お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。） 
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■各地域の修理ご相談窓 □ ※電話番号をよくお確かめの上、おかけください。 
•地区-時間帯によって、集中修理ご相談窓□に転送ごせていただく場合びございます。 



札 

幌 

巧 

(011)894-1251 

札幌市厚別区厚別南 2 了目] 7-7 

北海道地区 

旭 

川 

a 

(0166)22-3011 

祀川市 2 条通 I6 了目] 166 

-|±± 

冊 

広 

巧 

(01 5 己) 33-8477 

帯広市西 20 菜化 2T 目 23-3 


函 

館 

巧 

(0138)48-6631 

函館市西ち便 589 番地 24] (函館流通卸センター内） 


青 

森 

巧 

(017)775-0326 

青森市大字浜田字豊田 3 日 4 


が 

田 

巧 

(018)868-7008 

秋田市が祖川字ル谷地 3-] 

東北地区 

岩 

手 

巧 

(019)645-6130 

盛岡市圖川已 T 目 1-43 

宮 

城 

巧 

(022)387-1117 

仙台市宮城野区扇町 7-4- 18 


山 

お 

巧 

(023)641-8100 

山形市平清水 1 了目 1-7 已 


福 

島 

巧 

(024)991-9308 

郡山市亀田] T 目己]- 1 己 


栃 

木 

巧 

(028)689-2 已 5 已 

宇都宮市上戸祭 3 了目 3-1 目 


群 

馬 

巧 

(027)254-2075 

前橋市箱田町 32 日-] 


巧 

城 

巧 

(029)864-8756 

つくば市筑穂 3T 目]已 -3 


埼 

玉 

a 

(048)728-8960 

桶川市ホ堀 2T 目 4-2 

首都圏地区 

千 

票 

巧 

(043)208-6034 

千葉市中央区末広已 T 目 9 -己 


ま 

京 

巧 

(03)5477-9700 

東京都世田谷区宮坂 2T 目 2 日- 17 


山 

梨 

巧 

(055)222-5822 

甲府市宝]了目 4- 13 


巧蔚 II 

巧 

(045)847-9720 

横お市港南区日野己 T 目 3- 16 


新 

漏 

巧 

(025)286-0180 

新漏市東区東明 1 了目 8- 14 


石 

川 

巧 

(076)280-6608 

金沢市玉鲜 2T 目 2 目目番地 


1^1 

頁 

山 

巧 

(076)424-2549 

富 山市根塚 町 1T 目 1-4 


福 

井 

巧 

(0776)21-0622 

福井市問屋町 2T 目] 4 

中部地区 

長 

野 

a 

(0263)86-9209 

ネ公本市寿化 7T 目 3-1 1 

詩 

岡 

巧 

(054)287-9000 

静岡市契区千巧田 7T 目 7 -日 


愛 

知 

巧 

(052)819-0225 

名ち屋市瑞穂区塩入町 8- 10 


岐 

阜 

巧 

(058)278-6720 

岐阜市中 SI4T 目 42 


局 

山 

巧 

(0577)33-0613 

高山市花岡町 3T 目 82 


王 

重 

巧 

(059)254-5520 

津市义居野村町字山巧 42] 


游 

ホロ 

巧 

(077)582-5021 

守山市水保町] ] 6 目番地の] 


京 

都 

巧 

(075)646-2123 

京都市南 区 上鳥羽中河原 3 番地 

近畿地区 

大 

阪 

巧 

(06)6359-6225 

大阪市城東区関目 2T 目 1 己-己 

奈 

良 

巧 

(0743)59-2770 

大和郡山市筒井町 800 番地 


和歌山 

巧 

(073)475-2984 

和歌山市中島 4 目日-] 


ち 

庫 

a 

(078)796-3140 

巧 戸 巿須磨区弥栄台 3T 旨] 3-4 


鳥 

取 

巧 

(0857)26-9695 

鳥 取市ま 長 29 己-] 


米 

子 

巧 

(0859)34-2129 

米子市米原 4T 目 2-33 


松 

江 

巧 

(0852)23-1128 

松江市平成町 182 番地 14 

中国地区 

出 

雲 

巧 

(0853)21-3133 

出雲市渡橋町 41 曰 

お 

田 

巧 

(0855)22-6629 

お田市下府町 327-93 


岡 

山 

巧 

(086)242-6236 

岡山市化区田中] 38-] ] 日 


広 

島 

巧 

(082)295-501 1 

広島市西区南観音 1T 目 13 -已 


山 

□ 

巧 

(083)973-2720 

山□市ル郡下郷 220 -] 


香 

川 

巧 

(087)868-6388 

高松市勒使町 1 己 2-2 

四国地区 

徳 

島 

巧 

(088)624-0253 

徳島市沖お 2T 目 3 目 

高 

知 

巧 

(088)834-3142 

高知市仲田町 2-1 目 


愛 

媛 

巧 

(089)905-7544 

愛媛県伊予郡お部町;< V 倉 75-] 


福 

岡 

a 

(092)593-9036 

春曰市春曰公園 3 了目 48 


佐 

ヵロ 

巧 

(0952)26-9151 

佐賀市觸島町大字ノ V 戸字上課町 3044 


長 

崎 

巧 

(095)830-1658 

長崎市東町 1 目 19-1 


大 

分 

巧 

(097)556-381 己 

大分市款原 4T 目 8-3 已 

九州地区 

宮 

崎 

巧 

(0985)63-1213 

宮崎市本郷北ち字草葉 2099 -2 


熊 

本 

巧 

(096)367-6067 

熊本市健軍本町 12-3 


天 

草 

巧 

(0969)22-3125 

天草市港町 18-1] 


鹿巧島 

巧 

(099)250-5657 

鹿児島市与次郎 1 了目 5-33 


大 

島 

巧 

(0997)53-5101 

奄美市名;頼朝仁町] 1-2 

沖縄地区 

沖 

縄 

巧 

(098)877-1207 

浦添市城間 4T 目 23-1 1 


所在地、電話番号は変更になることびありまずので、あ日かじめご了承ください。 

最新の 「备 地域の修理ご相談窓口」はホームぺージをご 活用く だをい。 http :// panasonic . co . jp / cs / service / area.html 0509 
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電モレンジ 

消費電力 

レンジ加熱 1 .4 已 kW 
レンジ十ヒーター加熱 3.3 kW 

高周波出力 

□□□ • 600 W~1 00 W 相当 

発振周波数 

2,450 MHz 

温度調節範囲 

-1 □〜日 □ む 

グリル 

消費電力 

2.6 kW 

ヒーター 出力 

2.5 kW 

オーブン 

消費電力 

3.9 kW 

ヒーター 出力 

予熱 3 .目 kW • 調理 2.6 kW 

温度調節範囲 

発酉孝 (30 • 3 巳 • 40 • 4 已。 C) • ] ] 〇〜 2 巳 0 °C • 予熱 300 °C 

電 源 

200 V (己 □ Hz •曰 □ Hz 共用） 

質 量 

33 kg 

寸 法 

が お 

幅己目 6 mmx 奥行 7 己 □ mmx 高さ日 3 已 mm 

庫 内 

幅 3 日 4 mmx 奥行 3 □目 mm X 高さ 2 已 9 mm 


※高周波出力] OOOW は短時間高出力機能（約3分）であり、調理中自動的に 600 W に切り換わります。 

これは自動メニューやあたためなどの限定したメニューのみに働さまず。 

•コンセントに電源プラグを差した状態で、表示部び消巧しているとさの消費電力は0.已 W です。 

(表示部「□」表示のときは 2.0 W ) 

•この製品は、日本国内用に設計されています。電源電圧や電源周波数の異なる外国では、使用でさません。 
また、 アフターサービスち でさません。 


愛情点検1 

長年ご使用のビルトインオーブンレンジの点検を！ 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

♦ブレーカーび落ちる。 

♦異常なにおいや音びする。 

• ドアに着しいガタや変形びある。 
♦触ると電気を感じる。 

♦その他の異常や故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

事故防止のため、 

ご使用を中止し、 
ブレーカーを切 0、 
販売店へ点検を 
ご相談ください。 


便禾リメモ （おぼえのため記入されると便利です。) 


お買い上げ日 

年月 曰 

品 番 


販売店名 


a ( ) 


パナソニック株式会社キッチンアプライアンスビジネスユニット 

干 639-1 188 奈良県大和郡山市筒井町 800 
© Panasonic Corporation 2008 


A 日己日 6-1 U 己2 

F 1008-1 109 




































